
飯
能
市
と
日
高
市
、
狭
山

市
で
構
成
し
て
い
る
西
部
広

域
消
防
事
務
組
合
（
管
理
者

＝
沢
辺
瀞
壱
市
長
）
で
、
組

織
改
編
問
題
が
議
論
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
、
飯
能
市
、

日
高
市
の
助
役
・
総
務
部
長

で
消
防
組
織
改
編
協
議
会
が

組
織
さ
れ
、
六
回
の
協
議
を

重
ね
、
平
成
十
七
年
十
月
に

両
市
長
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
も
と
で
、
十
一
月

に
管
理
者
で
あ
る
沢
辺

市
長
に
対
し
、
次
の
内

容
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
日
高
消
防
署
を
飯

能
消
防
署
と
統
合
す
る

こ
と
。

二
、
稲
荷
町
分
署
も
今

後
、
見
直
し
が
必
要
と

な
る
が
新
た
な
立
地
に

つ
い
て
は
、
日
高
消
防

署
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
、
検
討
す
る
こ
と
。

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
日

高
市
議
会
で
は
、
「
日
高
消

防
署
の
統
合
は
、
事
実
上
の

廃
止
で
認
め
ら
れ
な
い
」
と

猛
反
発
が
出
て
い
ま
す
。

も
し
日
高
消
防
署
が
廃
止

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
東

吾
野
の
一
部
白
子
地
域
な
ど

も
管
轄
で
あ
り
、
影
響
が
出

て
き
ま
す
。

稲
荷
町
は
ど
う
な
る
？

稲
荷
町
消
防
分
署
に
つ
い

て
も
見
直
し
の
指
示
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
担
当
者
の
話

に
よ
る
と
「
稲
荷
町
分
署
の

土
地
が
借
地
で
あ
り
、
二
一

年
に
契
約
期
限
が
来
る
こ
と
、

施
設
の
老
朽
化
な
ど
考
え
る

と
建
て
替
え
を
視
野
に
新
た

な
建
設
場
所
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

稲
荷
町
消
防
分
署
は
、
市

街
地
は
も
と
よ
り
、
美
杉
台
、

南
高
麗
、
原
市
場
の
一
部
ま

で
が
管
轄
で
あ
り
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
組
織
改
編
は
、

十
九
年
度
か
ら
の
消
防
十
ヶ

年
整
備
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
も
の
で
、
市
民
及
び
議

会
に
対
し
て
十
分
な
説
明
と

理
解
、
納
得
が
得
ら
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
行
政
改
革
」
の
名
の
も
と

に
「
五
分
救
急
八
分
消
防
」

を
目
標
に
整
備
さ
れ
て
き
た

消
防
力
が
後
退
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

第
四
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競

走
大
会
は
一
月
二
九
日
、
東

飯
能
西
口
を
ス
タ
ー
ト
、
西

吾
野
駅
折
り
返
す
六
区
間
、

三
九
・
五
八
km
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
高
校
の
部
四
九
、

一
般
の
部
一
四
三
の
合
計
一

九
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
の
冬
は
特
別
に
寒

い
と
言
わ
れ
る
な
か
、
当
日

は
晴
天
の
も
と
風
も
無
く
、

走
る
と
額
か
ら
汗
が
落
ち
る

天
候
に
な
り
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
で
任
せ
ら
れ
た
区
間

を
力
走
す
る
ラ
ン
ナ
ー
は
、

春
の
あ
じ
さ
い
街
道
に
一
足

先
に
花
を
咲
か
せ
た
よ
う
で

し
た
。
今
年
は
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
各
チ
ー
ム
の
名
前
が
書

き
込
ま
れ
る
工
夫
も
さ
れ
応

援
者
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

こ
の
駅
伝
に
は
日
本
共
産
党

の
滝
沢
お
さ
む

市
議
も
選
手
と

し
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
奥
武

蔵
駅
伝
か
ら
数

え
て
十
五
回
目

の
力
走
と
な
り

ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
成

績
は
次
の
と
お

り
。

高
校
の
部

一

位
埼
玉
栄
高
校

Ａ
（
二
時
間
六

秒
）
・
二
位
東
京
農
大
三
校

Ａ
・
三
位
東
京
農
大
三
高
Ｂ
・

四
位
武
蔵
越
生
高
校
・
五
位

埼
玉
栄
高
校
Ｂ
・
六
位
早
稲

田
実
業
Ａ
、
一
般
の
部

一

位
ボ
ッ
シ
ュ
（
二
時
間
一
分
）
・

二
位
新
電
元
工
業
・
三
位
中

央
大
・
四
位
小
手
狭
山
Ｒ
Ｃ
・

五
位
城
西
大
学
・
六
位
チ
ー

ム
Ｇ
Ｏ
。
な
お
、
地
区
体
協

の
部
で
は
、
一
位
吾
野
体
協

カ
ン
ト
リ
ー
Ｒ
Ｃ
（
二
時
間

二
八
分
二
三
秒
）
・
二
位
原

市
場
体
協
、
三
位
東
吾
野
体

協
・
四
位
精
明
体
協
・
五
位

南
高
麗
体
協
で
し
た
。

も
う
立
春
で
す
。

梢
が
雨
で
け
む
っ

て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
厳
し
い

寒
さ
の
中
で
も
木
々

が
一
日
一
日
新
し

い
芽
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
冬
萌
と
い
う

俳
句
の
季
語
も
あ
り
ま
す
。
人

間
が
寒
い
寒
い
と
ち
ぢ
こ
ま
っ

て
い
る
な
か
で
も
、
季
節
が
確

実
に
準
備
を
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
元
気
が
出
ま
す
▼
政
治
の

世
界
で
も
〈
冬
萌
〉
は
起
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
そ
れ
が
ま
だ
深
い
混
沌
の
中

に
あ
っ
て
、
私
た
ち
に
見
え
な

い
だ
け
な
の
か
も
。
ラ
イ
ブ
ド

ア
事
件
で
経
済
評
論
家
の
内
橋

克
人
氏
は
「
堀
江
貴
文
氏
と
小

泉
政
治
は
ウ
リ
二
つ
の
『
合
わ

せ
鏡
』
だ
」
と
喝
破
し
て
〈
人

の
心
も
カ
ネ
で
買
え
る
〉
〈
社

会
保
障
な
ど
不
要
〉
と
公
言
し

た
人
物
を
選
挙
で
応
援
し
市
民

権
を
与
え
た
小
泉
政
治
に
こ
そ

問
題
の
根
源
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
ま
す
▼
ホ
リ
エ
モ
ン

は
悪
い
が
、
改
革
は
止
め
る
べ

き
で
は
な
い
式
の
論
調
が
横
行

す
る
な
か
で
胸
の
つ
か
え
が
お

り
る
よ
う
な
明
快
な
論
理
で
す
。

容
疑
者
を
天
ま
で
も
ち
あ
げ
て

い
た
メ
デ
ィ
ア
に
も
恥
じ
る
こ

と
は
な
い
の
か
と
い
う
氏
の
問

い
か
け
に
も
メ
デ
ィ
ア
は
真
剣

に
こ
た
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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救
急
・
消
防
大
丈
夫
？

稲
荷
町
分
署
の
見
な
お
し

第
四
回
奥
む
さ
し
駅
伝

一
九
二
チ
ー
ム
が
力
走

広 域 消 防

組 織 再 編

山
手
町
用
地
の
土
地
利

用
問
題
に
つ
い
て

先
週
号
の
山
手
町
用
地

の
報
道
に
関
し
て
、
「
二

〇
億
円
を
超
え
る
土
地
買

収
が
い
か
に
計
画
性
と
必

要
性
が
な
い
も
の
で
あ
っ

た
か･

･
･

」
と
の
記
事
は
理

解
で
き
な
い
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
誤
解

を
招
く
表
現
で
し
た
の
で
、

改
め
て
考
え
方
を
示
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
が
山
手

用
地
を
購
入
し
て
も
取
得

目
的
通
り
に
活
用
さ
れ
な

い
ま
ま
六
年
も
経
過
し
、

塩
漬
け
状
態
に
あ
る
こ
と

自
体
が
問
題
で
あ
り
、

「
図
書
館
建
設
な
ど
教
育

文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て
取
得

し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
市

民
が
望
む
図
書
館
建
設
や

第
一
保
育
所
の
移
転
な
ど

早
期
に
具
体
化
す
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
考
え
ま
す
。



吾
野
、
東
吾
野
、
原
市
場
、

南
高
麗
、
名
栗
の
五
地
域
を

対
象
に
、
飯
能
市
山
間
地
域

振
興
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
十
八

年
か
ら
二
二
年
ま
で
の
五
年

間
の
計
画
で
、
第
四
次
総
合

振
興
計
画
の
補
完
的
な
役
割

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

「
地
域
の
魅
力
と
人
が
織
り

な
す
活
力
の
創
造
に
向
け
て
」

と
題
す
る
こ
の
計
画
は
、
団

体
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
十
一
事
業
。
地
域
内

グ
ル
ー
プ
用
と
し
て
十
二
事

業
。
個
人
用
と
し
て
六

事
業
が
あ
げ
ら
れ
、
補

助
金
が
出
さ
れ
ま
す
。

未
給
水
地
域
解
消
促

進
事
業
（
限
度
額
戸
数

×

三
五
万
円
）
、
景
観

間
伐
促
進
事
業
（
作
業

賃
金
）
、
活
動
拠
点
整

備
促
進
事
業
（
限
度
額

二
〇
〇
万
円
）
以
外
は
、

ソ
フ
ト
事
業
が
中
心
に

な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
案

①
花
に
よ
る
地
域
づ
く
り
事

業
②
ハ
イ
キ
ン
グ
道
周
辺
景

観
間
伐
事
業
③
農
作
物
等
販

売
事
業
④
特
産
品
に
よ
る
地

域
づ
く
り
事
業
⑤
体
験
型
観

光
事
業
⑥
山
里
料
理
提
供
・

販
売
事
業
⑦
地
域
で
見
守
る

子
育
て
事
業
⑧
健
康
増
進
・

介
護
予
防
推
進
事
業
⑨
身
の

回
り
応
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
⑩

活
動
拠
点
整
備
事
業
⑪
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
⑫
未
給

水
地
域
解
消
事
業
（
共
同
給

水
施
設
整
備
費
補
助
金
＝
既

存
補
助
事
業
）
⑬
体
験
型
観

光
事
業
⑭
森
づ
く
り
推
進
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

要
領
・
要
項
は
こ
れ
か
ら

に
な
り
ま
す
が
、
「
希
望
者

（
団
体
）
が
で
れ
ば
予
算
的

に
は
心
配
し
な
く
て
も
よ
い

程
度
を
考
え
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

審
議
委
員
の
新
井
た
く
み

市
議
は
、
審
議
会
で
「
山
間

地
域
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

足
の
確
保
や
未
給
水
地
域
の

解
消
な
ど
は
、
四
総
に
し
っ

か
り
位
置
づ
け
る
こ
と
、
収

益
を
上
げ
る
も
の
は
別
と
し

て
、
遊
休
地
の
解
消
、
地
域

の
景
観
整
備
な
ど
や
地
域
の

福
祉
活
動
な
ど
公
益
的
な
活

動
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担

は
な
し
で
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

の
山
田
利
子
・
滝
沢
修
の
両

議
員
は
一
月
三
〇
日
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
市
の
業
務
委
託
を
進
め

て
い
る
群
馬
県
の
太
田
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

太
田
市
で
は
平
成
十
一
年

に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
市
民

委
員
会
」
を
設
け
、
市
主
導

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
促
進
に
積
極
的

に
努
め
て
来
ま
し
た
。
現
在

一
八
〇
名
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
登
録
さ
れ
一
日
当
た
り

で
は
七
六
名
も
の
方
が
従
事

し
て
庁
舎
の
案
内
や
広
報
業

務
、
図
書
館
、
福
祉
施
設
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

視
察
で
は
最
初
に
市
の
担

当
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
に
よ

り
大
幅
に
人
件
費
の
削
減
が

で
き
た
こ
と
、
ま
た
図
書
館

の
開
館
日
の
拡
大
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
井
野
共
産
党
市

議
と
の
懇
談
で
は
、
当
初
市

は
委
託
契
約
に
際
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
就
業
者
の
人
件
費
に
つ
い

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
す
る
謝
礼
と
し
て
、
当

事
の
群
馬
県
の
最
低
賃
金
は

時
給
六
四
四
円
で
あ
る
に
も

係
わ
ら
ず
、
五
百
円
の
時
給

で
始
め
る
な
ど
市
の
意
図
が
、

い
か
に
安
上
が
り
行
政
を
進

め
る
た
め
に
始
め
た
こ
と
で

あ
る
か
、
ま
た
図
書
館
の
開

館
日
は
拡
大
さ
れ
た
が
、
有

料
宅
配
業
務
に
よ
り
移
動
図

書
館
が
廃
止
さ
れ
、
利
用
者

が
減
る
な
ど
問
題
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
太
田
市
は
、
英
語
で

通
常
の
授
業
を
行
う
小
中
高

一
貫
校
が
「
特
区
」
と
し
て

大
き
な
話
題
を
集
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
学
校
建
設
に
二

十
億
円
も
の
多
額
の
税
金
が

投
入
さ
れ
、
さ
ら
に
毎
年
多

額
の
補
助
金
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

太
田
市
の
行
革
に
つ
い
て

は
テ
レ
ビ
報
道
も
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
報
道
は
さ
れ
な
い

多
く
の
問
題
点
を
実
感
し
た

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

一
月
二
八
日
、
富
士
見
公

民
館
で
「
政
党
助
成
金
訴
訟

の
会
」
の
第
五
回
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
末
に
は
、
小
泉
首
相

が
、
政
党
助
成
金
の
中
か
ら

『
も
ち
代
』
と
し
て
自
民
党

議
員
に
三
〇
〇
万
～
四
〇
〇

万
円
配
っ
た
こ
と
が
報
じ
ら

れ
国
民
の
怒
り
を
か
っ
た
ば

か
り
で
す
。
政
党
助
成
金
は

憲
法
違
反
で
あ
り
、
税
金
に

よ
る
政
党
助
成
で
思
想
信
条

の
自
由
、
政
党
へ
の
寄
付
の

自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と

し
て
東
京
地
裁
に
提
訴
し
て
、

今
年
は
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

訴
訟
は
い
よ
い
よ
最
高
裁
で

の
裁
判
闘
争
に
移
っ
て
お
り
、

よ
り
強
力
な
運
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

自
民
党
「
新
憲
法
草

案
」
は
戦
争
へ
の
道

総
会
後
の
記
念
講
演
で
は
、

弁
護
団
長
の
大
久
保
賢
一
弁

護
士
か
ら
『
も
し
も
憲
法
が

変
わ
っ
た
ら
…
ど
う
な
る
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
平
和
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
自

民
党
が
昨
年
十
一
月
に
発
表

し
た
「
新
憲
法
草
案
」
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

「
改
憲
」
で
は
な
く
な
ぜ

「
新
憲
法
」
な
の
か
。
新
し

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

が
ね
ら
い
。
し
か
し
、
武
力

の
行
使
に
憲
法
上
の
制
約
を

は
ず
す
た
め
、
九
条
二
項
を

削
除
。
改
憲
の
規
定
を
両
院

の
総
議
員
の
三
分
の
二
か
ら

各
院
の
過
半
数
へ
と
大
き
く

緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
権
利
は
制
約
さ
れ
、

戦
争
へ
の
協
力
を
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
必

要
な
の
は
、
戦
争
へ
の
道
で

は
な
く
、
貧
困
、
差
別
、
病

気
を
な
く
す
た
め
の
方
策
を

考
え
る
べ
き
だ
と
訴
え
て
終

了
し
ま
し
た
。

２００６年２月５日 ＮＯ．１５０９

吾
野･

東
吾
野･

原
市
場･

南
高
麗･

名
栗

山
間
地
域
振
興
計
画
の
検
討
す
す
む

と き ２月１９日（日）

午前１０時～午後３時

ところ 宮本会館
（山手町・高橋ストアーとなり）

リストラ、サラ金、不払い、年金、

国保税滞納など何でもお気軽にご相談

ください。

弁護士、税理士、社会保険労務士な

ど法律・税務・年金などの専門家と日

本共産党の４名の市議会議員が対応し

ます。

太
田
市
が
す
す
め
る
「
行
政
改
革
」

日
本
共
産
党
議
員
団
が
視
察

原
告
の
総
力
を
あ
げ
て
運
動
を

政
党
助
成
金
訴
訟
の
会
総
会
開
く


